様式第５号
様式第５号（第７条第３項関係）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（新規、継続、変更）
駐　車　証　明　書
番号　　A１０１１２３（記載例）
（当初）許可年月日　平成○○年○○月○○日
（変更許可年月日　平成○○年○○月○○日）
許可する施設　地方独立行政法人　鳥取県産業技術センター
●●●●研究所
許可車両登録番号
　　　　　　　　　地方独立行政法人鳥取県産業技術センター
　　　　　　　　　　●●●●研究所長　（　　氏　　名　　）　　　印
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【駐車範囲図面】
許　　可　　条　　件（標準様式）
１　使用を許可する施設、駐車場所等
許可施設
駐車場所　下図に示す範囲
２　使用期間　平成　　年　　月　　日　～　平成　　年　　月　　日
使用期間を更新しようとするときは、原則として、使用期間満了１か月前までに職員等駐車場使用継続届（様式第９号）を、入居企業等の長を通じて●●●●研究所長に届け出ること。
３　使用料は月額１，０００円とする。
使用料は、別途送付する請求書により、３か月分を一括して入居企業等の長を通じて納付すること。
４　使用物件は、常に善良な管理者の注意をもって使用すること。
５　使用期間中、使用物件を通勤等のための駐車場以外の用に供しないこと。
６　使用期間中、使用物件を他の者に使用させないこと。
７　地方独立行政法人鳥取県産業技術センター（以下「センター」という。）において使用物件を必要とするとき又は許可条件に違反したときは、使用許可の取消、変更又は使用の制限をすることがある。そのときは、センターの決定に従うこと。
８　使用者の責に帰する事由により使用物件の全部又は一部を滅失し、又は毀損したときは、当該滅失又は毀損による使用物件の損害額に相当する金額を損害賠償として支払うこと。ただし、使用物件を原状に回復した場合は、この限りでない。
９　使用物件について随時に実地調査し又は所要の報告を求め、その使用に関し必要な指示を行うことがある。そのときは、センターの決定に従うこと。
10　センターが交付した駐車証明書は駐車する自家用車内に保管携帯しておき、駐車するときは外部から確認できるよう、運転席付近に掲示すること。
11　使用物件の使用により、要領第１６条各号のいずれかに該当する者に利益を与えないこと。
12　要領第１８条に定める事由に該当する場合、速やかに本書を入居企業等の長を通じてセンターに返還すること。
13　敷地内駐車に係る事故等について、センターは一切責任を負わないこと。
14　この物件の使用について疑義を生じたときは、全てセンターの決定に従うこと。

